
個別研究

情緒に関する研究

その I 問題提起と，今後の研究指向に

関係する文献の考察

1 問題提起

今回から，個別研究のテーマ I~. r情緒Jを取り上げ

る事にした。その理由は，た、いたい以下3つとなる。

まず，そ申 1つは，これは全く個人的な事であるが，

私自身，過去十数年の研究活動において，精神発達遅滞

を含む障害児白教育，そして，そとから派生した，視覚

・聴覚障害由早期発見などをテーマにしてきた。 ζの事

は，はからずも，結果として乳幼児の視聴覚認知発達を

研究するという事になった。一応，最初C計爾通りに，

研究を完了させた時点で，今後，どのような方向に持っ

ていくべきか考えていたと乙ろ，プロジェクト研究「発

育・発達にかかわる診断法・健診法・スクリーニング法

I~関する研究J I~. これまでやってきたものを継承でき

るものではないかと思い.プロジェクト研究を進めてき

た。その成果は，プロジェクト研究の中で明らかにされ

てはいる。ただこ乙で一つ考えさせられた事は，私がζ

れまで，実験心理学的手法を用いて行ってきた，視覚・

聴覚障害の早期発見のしかたを，保健所など，実際の健

診白場の，一次スクリーニングに応用するのは，場所，

人員，時間などの制約から非常に困難であるという事で

ある。そこで，実際応用出来たのは，簡単な聴覚検査法

と. 2. 3の質問紙法白項目だ砂だったが，今後，健診

の条件がもっと整えられるなら，私か今までやってきた

研究が，実践応用田為白.基礎研究にはなるのではない

かと，恩うのである。

そ由2つは，研究所の改組により，今まで教育養護相

談由みをやっていた白が，心理治療及びカウシセリング

をやるようになった。現在担当している白は.r吃音J

「チック症Jr興味の偏向H畳校拒否症」などを，主訴

としている子ども遥であるが. 1:れらの子どもと継続的

につきあっていくにつれ，情緒の問題を多く体験させら

れ，子どもの情緒について，深く考えさせられる事とな

った。

その3つは，前の(2)と関係する事ではあるが，私が

研究第7部 荻 原 英 敏

「情緒由研究をしようJと思った I番目理由である。そ

れは. r現代の若者は，新人類といわれ，古い世代田人

とは，人間性がちがっている。」などと，よくマスコミ

などて‘言っている。どのような人間性かよくわからない

が，一般企業で働く，私と周期白友人の中で.rどうも最

近の若者はわからない。仕事を終えて，一杯行こうと勧

っても，つきあう者が少ないし，つきあっても最後まで

行く者が少ない。途中でサッと抜けて帰ってしまう。何

ともしら砂ている。また，仕事にしてもちょっと注意す

ると，気にするのか翌日から休む者も出るし，何事ICも

意欲が少なく ζちらの指示に対しては，一応きちんとや

るが.自分逮で工夫してみるというと，何もアイディア

が出て乙ない。今後，我社の将来は.彼等の双肩にかか

っているけれども，どうも乙のままだと，心配でならな

い。Jなどと，嘆く者が多かった。私遥は，団魂の世代

と言われ，現在中堅として，第一線でがんばっている者

も多い。この現在の境遇が，若者に対して，乙れら厳し

い評価を下したとも考えられるカえあながち， ζれらの

評価は，そう的を外れていないのかも知れない。私は，

Eれらの話をききながら，現代田若者にはびζっている

「三無主義」とか「五無主議Jといった言葉を思い出し

た。「無関心Jr無感動H無責任Jなどといわれる，現

代の若者の特徴を， ζれらの話から，十分くみ込む事が

出来たような気がする。ただ，現代田若者の特徴をζ 己

で確認しただけでは，私の問題は解決されない，私は日

頃の相談，治療の実践を通して，これら白問題は，すで

に子どもの時代にまで遡っているという事を，感じてい

た。。とんなところに連れて行っても，あまり関心

を示さない子。。他由子が楽しそうにしている由民，何

ら楽しそうな表情をあらわさず，全く感動していないよ

うに思える子，。ちょっと困難な場面に出合うと，すぐ

あきらめてしまう無気力な子，など. 1:れらの例を揚げ

ようとすると，暇がない程である。そして，これらの問

題が，よく言われている「知・情・意Jという，人閣の

3つ由側面白，パランスを欠いた発速が，そ目元凶では

なかろうかと，常々考えていた。
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現代の高度化された日本社会IC生活していく為，子ど

も途は，以前にも増して，高い知識を身に付ける事を要

求される。しかも 1家族における，子ども数の減少に伴

ない，子どもにかかる期待は過剰となっていく。との様

な過大な期待は，子どもに， r自由に自分の感情を表現

させる余裕Jを奪い去ってしまう，また，たとえそ由よ

うな感情表現をなしえたとしても，それに「共感」する

だけ自余裕を.大人の方が持ちえなくなっている。乙の

織にして育った若者が， r無感心Jr無感動」などと言わ

れてもしかたのない事であろう。すなわち，子ども白時

から「情緒Jが十分に発達していないのであるう。「自由

に自分の意志を表現させる余裕Jを奪い去った為「無責

任Jや「無気力J白若者が多くなったと考えられるので

ある。

さて，乙のような子どもや若者自出現に対して.私が

研究・実践活動の拠り所としている，心理学は，どのよ

らに展開してきたのだろうか。それは，次白様な事実か

ら察せられる。私が「情緒の研究を手がけてみようJと

思い，ある大庖舗の書館IC出かけ，心理学関係のある密

棚乞探してみたが，驚いた事IC，一部でも「情緒Jr情

動Jr感情」という言葉のついた本を見出す事が.困難

であった。また外容でも remotionJとか rfeelingJと

いった表題の本は，ほとんど見かけなかった。これは，

「情緒」白問題カえ「人格」の一部として取り上げられ，

大項目の中の小項目として取り上げられる傾向がある事

玖「情緒障害」が「臨床Jの一部として取り上げられ

ているなども原因していると思われるが，何しろ，私も

含めて，心理学を専攻するものが.今まであまりにも，

「人聞の行動解発白源」と考えられる「情緒JIC，目を

向貯ていなかった事実は否定出来ない。なにしろ，今な

お，情緒の発達IC，Bridges (1932年〕の研究が紹介

されるのは，それが普通田原理な白か，それとも，それ

以後(すでに50年も経ているλ ほとんど，己の種の研

究がなされていなかった為ではないだろうか。この様に

「情緒」の研究がなされなかった主たる理由として.ま

ず1つIC，r情緒Jの研究;丸方法論において，困難さ

が伴なう，という事実であろう。例えば， r嬉しい」とい

武器として突き進んで来た，現代白心理学とは，相入れ

ないものとなってしまった様である。

次の痩由IC考えられるものに，高度化された日本社会に

おいて，高い知識を要求され，その結果，人々の関以主

「人聞は内外界の刺激を，どのようにとらえ.成長して

いく白かJ，すなわち認知由発達に，集中した為ではな

いかと恩われる。 ζの方面の研究は，幼児期は言うに及

ばず，最近は，乳児期，さらには胎児期まで.研究が進

められ，研究成果が発表されている。ただ，この方面の

研究で注意しなければならないのは， r情緒」の研究よ

り，結果を出しやすいという事から，その結果を用いた

経済届動IC安易IC利用されやすいという事である。戦後

の経済志向の社会と，心理学の認知発達研究の隆盛は.

深い関係があると恩われる。

心理学の目標が，人聞の精神活動の理解であるとする

ならば，人聞は，外界や内界の刺激をど白ようにとらえ

たか(認知研究)のみならず，それに対して，どのよう

に感じ(情緒研究)，その結果.どう行動IC移した由、

といった風にみていかないと，全体を見失なってしまう。

現代の子どもや若者に見られる問題は， ζの様な全体的

視点巨欠け，認知函だけに力点が置かれた為白，アンパ

ランスから派生したも白と.考えられるのである 先日

保育界のある重鎮の先生カえ「心理学 lのかわりに， r心
育学」という言葉を使われ，現在の保育界ICr心を育て

る保育Jがいかに必要かを述べられた。これは，保育者

が，子どもに理解面だけでなく.r豊かに感じる力」を.

育てなければならないという事であろうと思う。心理学

が霊まかな人間性を育てるのIC，帰寄する学門となる為IC

は， r情緒Jの研究を含めて，もっと，人間全体をみて

いかなければならないし.一部の研究にみられるあまり

にも科学性を重視するあまり，実態からはずれたやり方

からは，脱却しなければならない。

私は，以上田様な.問題意識を持って.今後の「情緒

の研究」を推し進めたいと思う。

2 今後の研究指向に関係する文献の考察

う感摘でもそれを，どういう方法でとらえるか，という 今まで述べたとこ売で，感情とか，情緒と.いった言

事は非常に難ししただ表面的ICr笑っているから」と 葉を併用してきたが，乙 ζで， r情緒とは.怒り，喜び

いう視点からのみで，とらえる事は出来ない。「婚しいJ など，一時的な感情である。」と，また「感情とは，情

という感情をいだきながらも，それを表面には出さない 緒や.好意，嫌悪など特続的な感情傾向も含む，全体的

人は沢山いる。しかし，そ白様な表現に対して，身近に なも由である。jと定義しておく。

いる人は，その人の感情を，感じとる事が出来るもりで 1 )情緒研究アプローチ

あるのも事実である。乙のように，方法論において，難 111 生理心理学的アプローチ

しい「情緒」をテーマとする事は，科学的手法を最大の 情緒活動に際して，血液が変化し.筋肉や腺が変化す
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る事に着目したアプローチである。 ζの生理心理学的ア

プローチの研究は，ジェムスの「人間の情緒体験は，刺

激に対してある情緒がお己り，それに伴って身体的変化

が生じる」と常識的な見方を否定ι.i刺激を知覚する

と同時K.反射的に身体的生理的変化が生じ，その変化

を知覚したものカ主情緒体験なのであるJとした，ジェ

ームス・ランゲ説の提唱から始まる。 ζれに対して，キ

ャノンやパードは. i情緒は感覚受容器の興奮が脳に伝

達され，中枢神経を活性化し，乙れらが情緒体験として

感じられるのである」とした，キャノン・パード説を提

唱し，ジェームス・ランゲ説と.真っ向から対立した。

また.G・S・R・〈皮膚電流反射器)を使って由，情緒の

電流変化の研究や，リンズレ一目，情緒と脳波の関係を

調べた研究などもある。また近年は.サーモグラフィを

使って，乳児の母分離時K起きる不安情緒や，観劇場面

で由情緒を測る研究がなされている。

(2) 意識ー無意識側面のアプローチ

喜び，悲しみ，怒り，嫉妬などは，意識化された情緒

である。 ζ のような情緒を.内省させる事によって

調べる事が出来る。これが意識面白アプローチである誠

一方， ζ由ような情緒を，無意識の面からとらえたの斜

精神分析である。フロイドは，ヒステリーなど，神経症

患者の治療にあたり.己れらむ症状由主きわめて強い情

緒的体験l'関連している事を見出し，幼児D頃の母親や

父親との愛情体験拭将来の人格形成に影響するとのベ

た。またホーナイは，人のもつ基本的不安感から逃避し

ようとする事により，対人態度が形成されるとしてる。

また修正フロイド派のエリクソンは，基本的信頼感ー不

信感，自律心ー恥・疑惑感，自発性一罪悪感，勤勉劣

等感，同一性一役割混乱親密感ー孤独感，生殖性 F 停

滞感，自我田統合一絶望感といったような，人生の各段

という事実である。乙のIような事から.(1)怒り，喜びな

ど，一時的情緒と. (2)好意，嫌意といった，特続的な対

人感情という風に分ける事が出来る。そして，との 2つ

は相互に関係しあっており.i好意を持つている人

誘われた為.喜ぶJ.またそれとは全く逆な事なども起

ってくる。また，ジェームスは，感情を. (1)篤き，有頂

天，恐怖，怒り，憎しみ，悲しみ，渇望，といった，明

白な身体的表出を伴なうものを，粗野感情. (2)道徳的，

知的，審美的なものに感じ，明白な身体的表出を伴なわ

ないものを，繊細感情，として分類している。また，前

述した.Bridg芦Sは，図1のように，情緒を発達の視点

からとらえ，年齢とともに，情緒が分化し，快からは，

喜び:.1尋怠愛情などが，また，不快からは，嫉妬.怒

り，嫌悪，恐れなどがうまれてくると考えた。また近年，

日本保育学会のメンパーが. i日本白幼児の成長・発逮

に関する総合調査」を行ない，保育所，幼稚園児の，

Bridgesの分類を参考にした，喜悦，愛情，不機嫌，嫌

い，怒り，恐綿，過敏，恥ずかしがる，しっと，くやし

がる，さびしがる，悲しがる，よく泣く，などD面から，

情緒の発達をみている。そしてその結果，家庭と園では

情緒の表出にちがいがみられる事を明らかにしている。

また，コールとモーガンは，感情教育という立場から，

(1)感情を楽しむ事を学ぶ。 (2)人を動かす白に感情的行為

を使う事を学ぶ。 (3)感情のバターを習慣的K持続するこ

と (4)感情をかくす事を学』込 (5)包括的な感情を発逮さ

せること。と，教育の面から，どのように感情が発逮し

てくればよいか，のべている。

以上.，今後四研究に関係する文献の一端をあげてみた。

図 1 Bridgesの情緒分化の図式

階において，人間関係を通して学ぶ自我白感情的側面 新生児 3か月 6か月 1歳 1歳半 2歳

カえどのように発達していくかが.人格形成にとって非

常に犬切であると述べている。

(3) 行動分析的アプローチ

泣く，腕をきする.援をむしる，地団駄ふむ，敵から

逃げるなど.情緒の表出を行動函から，客観的にとらえ

ようとするアプローチである。情緒は，乙白面からとら

えにくい為，心理学者が情緒を“扱いにくいもの"と敬

遠し，情緒研宛の遅れを引き起こす元凶ともなっ剤事ぜら

ただ，客観性の固着から脱却する事により，己のアプロ

ーチも.新しい展開が見込まれてくるであろう。

2 )情緒の分類と発達

情緒を分類する事の困難さは「それが瞬時l'感じら

れるものもあれば，長時間かけて感じられるものもあるJ
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